
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「
茗
渓
と
私
」 

前
会
長 

清
水
進
一
Ｓ
四
三
教
数 

 
 

講
演
の
冒
頭
の
言
葉
が
、
初
め
に
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
文
で
す
。 

清
水
氏
は
、
五
つ
の
「
人
生
の
節
目
」

を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

①
Ｓ
三
六 

中
学
か
ら
高
校
進
学 

②
Ｓ
三
九 

高
校
か
ら
大
学
進
学 

③
Ｓ
四
三 

大
学
か
ら
教
職 

④
Ｓ
六
〇 

教
員
か
ら
行
政
職 

⑤
Ｈ
十
八 

県
職
員
か
ら
私
大
職
員 

そ
の
節
目
に
、
茗
渓
の
先
輩
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
恩
恵
と
影
響
を
大
い
に

受
け
た
と
い
う
こ
と
が
主
な
テ
ー
マ

と
も
い
え
ま
し
た
。
松
永
幸
夫
、
堀
越

進
、
小
澤
寛
、
指
宿
良
昭
、
そ
し
て
、

鵜
川
昇
・
・
・
錚
々
た
る
先
輩
諸
氏
の

お
名
前
が
次
々
と
登
場
し
ま
し
た
。 

 

「
私
は
数
学
が
大
嫌
い
だ
っ
た
の

で
す
が
、
高
校
に
入
っ
て
茗
渓
出
身
の

先
生
と
出
会
っ
て
大
好
き
に
な
り
、
大

学
は
教
育
大
に
行
く
し
か
な
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」 

「
柏
陽
高
校
を
振
り
出
し
に
県
立

高
校
の
教
員
生
活
を
始
め
ま
し
た
が
、

昭
和
六
〇
年
に
行
政
に
移
り
、
そ
の
三

年
後
に
高
校
教
育
課
に
勤
務
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
上
司
が
指
宿
さ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
も
教
育
局
で
課
長
、
部
長

を
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
元
茗

渓
会
神
奈
川
支
部
長
の
鵜
川
さ
ん
に

い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」 

話
題
の
尽
き
な
い
講
演
で
し
た
が
、

全
容
を
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
。
連
載
に

し
た
い
ほ
ど
で
す
。 

 

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏（
ｓ
三
九
教

大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会
神
奈

川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、横
浜
中
華
街

の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、七
月
の
第
一
土
曜
日
開

催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、今
年

は
、当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う
こ
と
で

結
婚
披
露
宴
が
多
く
、異
例
の
開
催
日
設

定
と
な
り
ま
し
た
。三
連
休
の
中
日
と
い

う
こ
と
で
、参
加
者
の
出
足
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
例
年
通
り
の
参
加
者
人
数

（
総
会
六
四
、
懇
親
会
七
八
）
と
な
り
ま

し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏
ｓ

五
三
教
院
農
）の
促
し
で
総
会
に
先
立
っ

て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、昨
年
の
総
会

以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三
名
の

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）
は

開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京
教

育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 

 

清
水
会
長
か
ら
矢
野
会
長
に 

バ
ト
ン
タ
ッ
チ 

 
  

７
月
２
日
（
土
）、
神
奈
川
茗
渓
会
総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会
が 

 
 
 
 
 

横
浜
中
華
街
の
「
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
号
議
案
に
つ
い
て
の
了
承
を
得

て
、
第
四
号
議
案
で
あ
る
新
役
員
人
事

が
以
下
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
、
了
承
を

得
ま
し
た
。 

 

会 

長 
 

矢
野 

 

正
人
（
Ｓ
五
三
教
院
農
） 

副
会
長 

会
長
代
行 

 

大
畑
多
津
雄
（
Ｓ
五
二
教
大
数
） 

行
政
担
当 

 

小
泉
い
づ
み
（
Ｓ
五
一
教
大
体
） 

大
石 

 

進
（
Ｓ
五
六
筑
大
体
） 

学
校
担
当 

 
 

出
井 

 

善
次
（
Ｓ
五
一
教
院
農
） 

 
 
 

望
月 

正
大
（
Ｓ
五
一
教
大
数
） 

企
業
担
当 

 
 

中
道 

 

徹
（
Ｓ
五
九
筑
大
生
） 

山
崎 

 

紀
彦
（
Ｓ
五
三
教
院
農
） 

地
区
担
当 

 
 

瀬
木 

 
 
 

明
（
Ｓ
五
二
教
大
数
） 

 
 
 

山
田 

 

和
彦
（
Ｓ
五
三
教
大
農
） 

 

事
務
局
長 

 
 

加
藤 

充
洋
（
Ｓ
五
六
筑
一
社
） 

  

総
会
は
五
六
名
の
参
加
の
下
に
、
三

橋
史
朗
氏
（
Ｓ
五
四
筑
一
自
）
の
総
合

司
会
に
よ
り
会
が
進
み
、
山
崎
紀
彦
議

長
の
下
で
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

「
私
は
昭
和
二
十
年
七
月
の
生
ま

れ
、
ま
さ
に
敗
戦
後
の
七
十
年
余
り
を

生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
何
度
か

人
生
の
節
目
と
い
う
時
が
あ
り
、
ま
た

そ
の
時
々
に
茗
渓
関
係
者
の
方
々
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。」 

 

叙
勲
さ
れ
た
こ
と
、
神
奈
川
茗
渓
会

会
長
を
ご
勇
退
な
さ
る
こ
と
を
機
に
、

ぜ
ひ
、
清
水
会
長
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
実
現
し

た
の
が
、
今
回
の
講
演
会
で
し
た
。
ご 

 

総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
役
員

会
に
二
十
五
名
の
役
員
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
席
で
、
清
水
会
長
が
第

三
号
議
案
「
神
奈
川
茗
渓
会
の
副
会
長

の
役
割
と
分
担
に
つ
い
て
」
と
第
四
号

議
案
「
神
奈
川
茗
渓
会
役
員
等
の
選

出
」
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 
第
三
号
議
案
の
趣
旨
は
、
会
員
を
実

質
化
し
組
織
化
す
る
た
め
に
、
副
会
長

の
個
々
の
役
割
を
明
確
に
し
て
実
効

性
の
あ
る
組
織
的
な
活
動
を
展
開
し

た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
具
体
に

は
、
副
会
長
個
々
に
以
下
の
役
割
を
充

て
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

会
長
は
、
各
副
会
長
に
以
下
の
役
割
を

委
託
す
る
。 

●
会
長
代
行 

会
長
を
代
行
し
、
他
の

副
会
長
を
統
括
す
る
。 

●
行
政
担
当 

官
公
庁
、
国
公
立
機
関

等
に
関
る
同
窓
の
把
握
（
会
員
化
・
組

織
化
） 

●
学
校
担
当 

大
学
、
高
校
、
小
中
学

校
、
専
門
・
各
種
学
校
等
に
関
る
同
窓

の
把
握
（
会
員
化
・
組
織
化
） 

●
企
業
担
当 

企
業
、
金
融
、
マ
ス
コ

ミ
、
法
曹
、
医
療
等
に
関
る
同
窓
の
把

握
（
会
員
化
・
組
織
化
） 

●
地
区
担
当 

五
地
区
の
地
区
委
員

を
統
括
す
る 
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新
会
長
挨
拶 

鵜
川
氏
・
川
田
氏
・
清
水
氏 

三
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
茗
渓
の
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

矢
野
正
人 

Ｓ
五
三
教
院
農 

 
 

 

川
田
支
部
長
時
代
（
四
期
八
年
）
に
、

支
部
体
制
も
大
き
く
変
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 

現
在
の
支
部
の
基
本
的
な
考
え
方

や
事
務
運
営
の
仕
方
は
、
こ
の
時
期
に

形
作
ら
れ
ま
し
た
。
支
部
総
会
の
時
期

と
会
場
が
固
定
化
（
七
月
第
一
土
曜

日
、
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
）
し
た
の
も
、

こ
の
時
期
で
す
。 

 

清
水
支
部
長
時
代
（
四
期
八
年
）
は

川
田
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
課
題

を
明
確
に
し
、
解
決
し
て
い
く
時
期
で

し
た
。 

 

【
課
題
】 

・
組
織
の
再
編
と
活
動
の
活
性
化 

・
教
員
中
心
の
組
織
か
ら
の
脱
却 

・
東
京
教
育
大
と
筑
波
大
の
接
続 

 

【
解
決
策
】 

・
支
部
会
則
の
改
定 

 

・
地
区
設
置
と
地
区
委
員
の
選
任 

・
事
務
局
の
充
実
強
化 

・
会
員
個
々
に
以
下
の
内
容
を
送
付 

①
総
会
案
内 

②
会
費
納
入
の
お
願
い 

③
会
報
（
年
二
回
発
行
） 

・
若
手
の
会
の
発
足 

・
教
員
採
用
試
験
対
策
指
導 

等
々 

 

 

ま
た
、
茗
渓
本
部
の
組
織
変
更
に
伴

い
、
神
奈
川
支
部
も
「
神
奈
川
茗
渓
会
」

へ
と
改
称
し
、
六
名
の
評
議
員
を
本
部

総
会
に
選
出
し
て
お
り
ま
す
。 

川
田
支
部
長
、
清
水
会
長
の
下
で
、

事
務
局
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
と
い
う
表
現
し

か
出
て
き
ま
せ
ん
。 

理
屈
抜
き
で
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
る
先
輩
や
後
輩
、
そ
し
て
同
僚
と
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

五
月
三
日
（
火
）
。
清
水
会
長
か
ら

お
電
話
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
と
と
も
に
退
任
す
る
つ
も
り
で

お
り
ま
し
た
が
、
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

 

「
神
奈
川
茗
渓
会
は
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
」
と
、
川
田
理
事
か
ら

機
会
あ
る
ご
と
に
激
励
を
頂
戴
し
て

お
り
ま
し
た
。
責
任
を
感
じ
ま
す
。 

沢
山
の
ご
恩
に
対
す
る
さ
さ
や
か

な
お
返
し
と
思
い
、
精
一
杯
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

つ
い
に
筑
波
大
学
卒
業
生
が
定
年

を
迎
え
る
時
を
迎
え
、
筑
波
大
学
の

校
舎
や
そ
の
風
景
も
次
第
に
貫
禄
を

備
え
て
き
ま
し
た
。
夏
休
み
を
利
用

し
て
訪
問
し
た
筑
波
大
学
の
風
景
を

い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

ま
ず
は
、
右
の
写
真
。 

松
見
公
園
の
タ
ワ
ー
で
す
ね
。
か

つ
て
は
大
学
近
く
の
最
も
大
き
な
繁

華
街
で
あ
っ
た
松
見
商
店
街
が
近
く

に
あ
り
ま
す
が
、
少
し
さ
び
れ
た
感

じ
が
し
ま
し
た
。 

 
 

大
学
に
は
一
之
谷
、
平
砂
、
追
越

の
三
つ
の
学
生
宿
舎
が
あ
り
、
共
用

棟
に
は
売
店
、
食
堂
、
浴
場
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
て
、

追
越
の
共
用
棟
に
は
な
ん
と
保
育
所

が
で
き
て
い
ま
し
た
！
学
生
宿
舎
は

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
で
廊
下
通
路
に
も
窓

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

大
学
中
央
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
周 

辺
の
建
物
は
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
背
後
に
次
々

と
研
究
棟
の
よ
う
な
も
の
が
建
っ
て 

 
 

平
成
二
十
一
年
四
月
三
日
（
金
）
夜
、

相
模
大
野
の
中
華
料
理
屋
で
、
川
田
氏

と
清
水
氏
、
お
二
方
と
席
を
共
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
先
輩
の
酒
席

に
陪
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
だ
け
で
、
と
て
も
嬉
し
く
、
有
頂

天
の
心
地
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

神
奈
川
支
部
の
今
後
に
つ
い
て
の

お
話
で
し
た
。
川
田
氏
が
神
奈
川
支
部

長
を
退
任
な
さ
り
、
清
水
氏
に
後
を
任

せ
る
こ
と
。
つ
い
て
は
、
矢
野
が
事
務

局
を
ま
と
め
清
水
新
体
制
を
支
え
る

こ
と
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
堀
江

氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
先
輩
の
方
々

に
諒
承
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。 

神
奈
川
支
部
の
総
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
平
成
十
年
の
こ

と
で
す
。
伊
勢
原
高
等
学
校
の
教
頭
で

し
た
。
校
長
が
生
沼
啓
二
先
輩
で
、「
矢

野
教
頭
、
行
く
よ
」。
そ
の
一
言
か
ら
、

茗
渓
会
神
奈
川
支
部
と
の
関
わ
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
管
理
職

等
の
会
」
の
事
務
を
溝
口
典
彦
先
輩

（
当
時
、
県
立
栗
原
高
等
学
校
長
）
か

ら
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

鵜
川
氏
か
ら
川
田
氏
へ
と
支
部
長

が
交
代
し
た
の
も
そ
の
頃
で
す
。 

い
ま
し
た
。
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い

え
る
中
央
図
書
館
は
、
か
つ
て
新
聞
を

読
む
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
が
あ
り
、
な

る
ほ
ど
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

 

大
学
内
の
街
路
樹
は
ど
れ
も
太
く

大
き
く
な
り
、
道
路
か
ら
建
物
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
時
の
経

過
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の

建
物
は
全
体
に
ゆ
っ
た
り
と
つ
く
ら

れ
て
い
た
せ
い
か
、
今
も
な
か
な
か
見

栄
え
が
し
ま
し
た
。 

吉
川
亮 

Ｓ
六
〇
筑
二
比 

 

筑
波
の
夏
風
景 

 
 
 
 

 

本木代議員（中央）山田副会長
（右）と談笑する矢野会長（左） 

筑波大学の全景と筑波山方面の眺望 

筑波大学 HP（大学案内）より 
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そ
ん
な
あ
る
日
、
ポ
ロ
ニ
ア
で
ボ

ー
と
し
て
い
る
と
、
突
然
「
望
月
君
！

練
習
に
こ
な
い
の
」
声
の
主
は
あ
の

麗
し
き
方
で
し
た
。
そ
こ
で
半
年
ぶ

り
に
体
育
館
に
恐
る
恐
る
顔
を
出
し

ま
し
た
。
私
を
見
た
主
将
は
「
お
い
、

練
習
し
ろ
！
」 

 

戦
力
に
も
な
ら
ず
、
練
習
に
も
出

な
い
。
退
部
を
覚
悟
し
て
い
た
私
に

か
け
て
く
れ
た
一
声
で
し
た
。
私
が

学
校
現
場
で
部
活
動
を
指
導
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
き
必
ず
心
が
け
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
入

部
希
望
し
て
き
た
生
徒
の
進
退
は
私

か
ら
は
切
ら
な
い
」
こ
と
で
す
。 

 

茗
渓
卓
球
ク
ラ
ブ
（
筑
波
大
学
卓

球
部
Ｏ
Ｂ
会
）
は
昭
和
四
〇
年
に
立

ち
上
げ
ら
れ
、
現
在
二
百
名
を
超
え

る
会
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

筑
波
移
転
が
決
ま
っ
て
い
た
東
教

大
を
第
一
志
望
に
し
た
の
は
「
自
宅

か
ら
通
学
で
き
て
高
校
の
先
生
に
な

る
な
ら
茗
荷
谷
し
か
な
い
」
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
入
試
直
前
に

一
日
中
「
あ
さ
ま
山
荘
」
の
テ
レ
ビ

中
継
を
見
て
し
ま
い
、
不
安
の
中
で

本
番
に
臨
み
ま
し
た
。 

合
格
発
表
後
、
開
放
感
に
包
ま
れ

た
私
は
ル
ン
ル
ン
気
分
で
校
内
見
学

に
入
り
ま
し
た
。
Ｗ
館
の
西
側
に
回

る
と
、
か
わ
い
ら
し
い
体
育
館
が
あ

り
、
中
か
ら
カ
ー
ン
カ
ー
ン
と
小
気

味
よ
い
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

小
窓
か
ら
中
を
伺
う
と
、
手
足
の
長

い
「
麗
し
き
」
女
性
が
ラ
リ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。
卓
球
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
と
の
出
会
い
で
し
た
。
私
は
こ
の

美
し
い
光
景
に
憑
り
つ
か
れ
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
す
。 

最
初
は
、
全
く
の
初
心
者
ら
し
く

素
振
り
を
し
た
り
、
球
拾
い
を
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、「
太
陽
に
ほ
え

ろ
」
が
始
ま
り
、「
日
本
列
島
改
造
論
」

で
バ
ブ
ル
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い

く
中
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
激
し
さ
を

増
し
、
そ
の
一
方
で
は
日
中
国
交
回

復
が
樹
立
す
る
時
勢
で
、
私
は
い
つ

の
間
に
か
国
会
議
事
堂
付
近
を
歩
く

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

私
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
三
四
年
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

私
は
小
中
学
校
時
代
と
虚
弱
体
質
で

あ
っ
た
の
で
、
高
校
二
年
の
時
、
父
利

男
（
高
師
体
育
科
昭
十
年
卒
）
が
柔
道

を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
強
い
体

に
と
柔
道
部
に
入
部
し
、
幸
い
に
も
約

一
年
の
稽
古
で
初
段
に
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

高
校
卒
業
後
の
進
路
を
ど
う
す
る
か

迷
っ
て
い
る
と
、
国
公
立
を
勧
め
ら
れ
、

一
期
校
は
教
育
大
を
受
験
し
ま
し
た
。

実
技
試
験
の
時
に
入
部
希
望
調
査
が
行

わ
れ
、
柔
道
部
に
入
部
し
ま
す
と
回
答

し
ま
し
た
。 

 

無
事
入
学
試
験
に
合
格
し
、
四
月
に 

部
活
動
の
思
い
出 

卓
球
部 

望
月
正
大 

Ｓ
五
一
教
理
数 

 
 
 

部
活
動
の
思
い
出 

柔
道
部 安

藤
彬 

Ｓ
三
九
教
大
体 

 
 

 

 

さ
て
、
当
時
の
柔
道
部
の
練
習
は
幡

ヶ
谷
で
体
育
学
部
の
学
生
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
塚
に
は
他
学

部
の
学
生
が
稽
古
を
す
る
道
場
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

嘉
納
治
五
郎
師
範
が
直
接
指
導
を
し

た
東
京
高
師
に
始
ま
る
柔
道
部
の
学

生
・
卒
業
生
は
、
「
精
力
善
用
」
「
自
他

共
栄
」
を
旨
に
柔
道
の
普
及
発
展
に
つ

と
め
、
そ
の
流
れ
は
教
育
大
、
筑
波
大

と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

な
る
と
春
の
合
宿
が
埼
玉
県
大
宮
で

開
か
れ
参
加
し
ま
し
た
。 

 

教
育
大
の
柔
道
部
の
レ
ベ
ル
や
ど

の
よ
う
な
人
が
い
る
の
か
全
く
知
ら

ず
に
行
く
事
に
な
り
、
受
験
勉
強
で

な
ま
っ
た
身
体
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
乱

取
り
で
は
気
が
つ
け
ば
宙
を
舞
い
、

立
っ
て
い
る
暇
も
無
い
あ
り
さ
ま
で

し
た
。 

 

四
月
十
日
に
合
宿
は
解
散
と
な

り
、
疲
労
困
憊
で
急
ぎ
帰
宅
し
ま
し

た
が
、
疲
れ
の
せ
い
か
熱
を
出
し
寝

込
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
入
学
式
に

は
父
が
代
理
で
出
席
す
る
こ
と
に
な

り
、
後
で
皆
か
ら
冷
や
か
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

当
時
の
四
年
生
に
は
県
立
横
須
賀

高
校
出
身
の
猪
熊
功
氏
が
在
学
さ

れ
、
同
県
人
と
い
う
こ
と
で
よ
く
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
稽
古
は
猛
烈

で
も
終
わ
る
と
一
年
生
を
夕
飯
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。 

 

同
年
四
月
二
十
九
日
、
猪
熊
氏
は

全
日
本
柔
道
選
手
権
で
現
役
学
生
と

し
て
初
め
て
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
腰

痛
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
昭
和
三
八

年
に
は
再
度
の
優
勝
、
そ
し
て
三
九

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
重
量

級
で
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
と
素
晴
ら
し

い
戦
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
社
の
業
績
不
振
に
よ
り
非
業
の
最

期
を
と
げ
ら
れ
た
の
は
、
柔
道
界
に

と
っ
て
も
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

現
在
の
現
役
部
員
は
関
東
学
生
卓

球
リ
ー
グ
に
お
い
て
、
男
子
は
一
部
、

女
子
は
二
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

 

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
卓
球
競
技

は
、
男
女
の
活
躍
も
あ
っ
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

女
子
団
体
は
三
人
で
チ
ー
ム
を
組

む
の
で
す
が
、
控
え
の
４
番
目
の
選

手
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
平
野

美
宇
さ
ん
で
し
た
。
ご
両
親
は
茗
渓

卓
球
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
す
。
四
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
団
体
戦

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 



 

◆平成 28年度若手交流会開催のお知らせ 

平成卒業（修了）の方々のご参加をお待ちしています。  

● 日時 11月 19日(土) 18時より 

● 場所 大陸（横浜スカイビル 11F） 

 

参加申込み等は、若手交流会幹事まで。 

email : wakate@kanagawa-meikei.org 

 

懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
大
先
輩
か

ら
、
神
谷
克
政
氏
（
Ｈ
十
八
筑
院
数
理
）

を
介
し
て
、
以
下
の
便
り
が
舞
い
込
み

ま
し
た
。 

「
七
月
二
日
、
神
奈
川
茗
渓
会
に
参

加
し
、
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
会
場

の
混
乱
の
な
か
で
興
に
乗
り
、
推
敲
不

十
分
の
ま
ま
、
即
興
の
漢
詩
紛
い
を
披

露
し
ま
し
た
が
、
訂
正
す
べ
き
部
分
を

補
正
し
ま
し
た
」 

       

右
が
即
興
で
披
露
さ
れ
た
漢
詩
で

す
。
石
塚
崇
氏
が
作
者
か
ら
そ
の
場
で

頂
戴
し
た
も
の
を
お
借
り
し
ま
し
た
。 

 

訂
正
文
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

少
年
立
志 

出
郷
関 

玄
海
波
濤 
招
我
魂 

筑
波
盟
友 

皆
化
鬼 

何
時
冥
府 

再
会
宴 

富
岳
山
人 

 

少
年
志
を
立
て 

郷
関
を
出
ず 

玄
海
の
波
濤 

我
が
魂
を
招
く 

筑
波
の
盟
友 

皆
鬼
と
化
り 

何
時
冥
府
に
て
再
会
の
宴
を 

 富
岳
山
人
氏
の
便
り
は
、
お
孫
さ
ん

か
ら
神
谷
氏
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
お
孫

さ
ん
は
神
谷
氏
が
受
け
持
つ
学
生
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ご
縁
な
の
で
し
ょ

う
ね
。 
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今
年
も
総
会
の
案
内
に
多
数
の
ご

返
信
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
頂
戴
し
た
お
葉
書
の

中
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ▼
高
齢
の
た
め
失
礼
し
ま
す
。
毎
日
絵

の
作
品
制
作
を
し
て
い
ま
す
。 

十
一
月
六
日
十
二
日 

個
展 

（
星
野
祐
二
様 

Ｓ
二
九
教
大
芸
） 

 ▼
軍
歌｢

戦
友｣

で
は
な
い
け
れ
ど
、

「
・
・
不
思
議
に
命
永
ら
え
て
・
・
」

老
妻
と
年
一
～
二
回
の
フ
ル
ム
ー
ン

旅
行
を
生
き
甲
斐
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

（
藤
田
彰
三
様 

Ｓ
三
〇
教
大
英
） 

 ▼
日
本
詩
吟
学
院
丘
風
会
に
所
属
。

日
々
声
を
張
り
上
げ
て
い
る
の
で
元

気
は
元
気
で
す
が
・
・
・ 

（
鈴
木
康
央
様 

Ｓ
三
三
教
大
農
） 

 ▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
か
な
が
わ
子
ど
も
教
室
」

で
理
科
好
き
の
子
供
を
育
て
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
理
科
ク
ラ

ブ
、
学
童
保
育
等
で
手
作
り
の
教
材
を

使
っ
て
小
グ
ル
ー
プ
の
実
験
を
通
じ

て
科
学
に
対
す
る
興
味
を
育
て
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
で
見
て
下
さ
い
。 

（
大
濱
眞
理
子
様
Ｓ
三
五
教
大
化
） 

 ▼
定
年
退
職
後
、
孫
の
世
話
、
趣
味
に

結
構
多
忙
な
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

（
肥
本
久
子
様 

Ｓ
四
七
教
大
体
） 

会
員
の
皆
様
よ
り 

愛
甲
・
厚
木
・
海
老
名
の
会 

九
月
二
三
日
（
金
）
十
八
時
三
〇
分
。

厚
木
の
街
中
に
あ
る
中
華
料
理
店
「
東

苑
」
に
て
、
愛
甲
、
厚
木
、
海
老
名
に

在
住
ま
た
は
勤
務
地
の
あ
る
同
窓
の

会
が
開
か
れ
、
十
八
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。 七

月
総
会
の
後
の
二
次
会
の
席
で
、

清
水
前
会
長
の
お
話
し
が
話
題
と
な

り
、
様
々
な
分
野
で
同
窓
の
輪
を
も
っ

と
広
げ
た
い
ね
。
そ
の
た
め
に
ま
ず

は
、
市
と
か
郡
と
か
町
単
位
で
同
窓
の

気
軽
な
交
流
を
し
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
厚
木

に
馴
染
み
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
の
で
、

「
じ
ゃ
あ
厚
木
か
ら
始
め
て
み
よ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
起
人

は
、
そ
の
場
に
い
た
メ
ン
バ
ー
な
ど
が

な
り
、
米
田
二
良
氏
（
Ｓ
四
九
教
大
数
）

が
発
起
人
代
表
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

案
内
を
発
送
し
た
人
数
は
六
〇
余

名
で
、
返
信
葉
書
に
記
さ
れ
た
内
容

は
、
こ
う
い
う
会
を
開
く
こ
と
へ
の
賛

意
と
激
励
の
言
葉
で
し
た
。 

 
叙勲おめでとうございます 

 
◆H27 秋の叙勲 瑞宝小綬章 
石塚 崇氏（Ｓ41教大農） 
 
◆H28  春の叙勲 瑞宝小綬章 
清水進一氏（Ｓ43教大数） 
 
 

大きな円卓がジャマして全員がう
まく並ぶことができず、鈴木孝幸氏
（H04 筑三情）が苦労して構図を
決めました。川田理事（中央）の右
隣に、大先輩の中村昭氏（Ｓ25 文
二）が座ってらっしゃいます。 

 

          

案
内
の
発
送
が
開
催
日
の
十
日
前

で
し
た
の
で
、
都
合
が
合
わ
な
い
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
い
う
会
に
初
め
て
参
加
し
た

と
い
う
方
が
六
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
近
場
で
小
さ
な
会
合
だ
か
ら
参

加
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご

高
齢
の
方
は
な
お
さ
ら
だ
ろ
う
と
感

じ
ま
し
た
。 

二
〇
年
程
前
は
、
七
月
の
総
会
は
各

地
区
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
地
元
開
催
な
ら
参
加
し
た
い
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
各
地
区
持
ち
回
り
開
催
と
い

う
の
も
、
一
理
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

会
の
終
わ
り
頃
に
、
高
井
健
太
郎

氏
（
Ｈ
八
筑
数
理
）
が
駆
け
込
ん
で
き

ま
し
た
。
仕
事
（
富
士
通
）
帰
り
で
し

た
。
こ
う
い
う
若
手
も
参
加
し
て
く
れ

る
。
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
文
責 

大
畑
多
津
雄
） 

米田二良氏と小川秀雄氏（Ｓ50教

大化）。グリークラブの先輩と後輩。
久方ぶりの再開を喜び合う二人。 

寮歌祭（1984）の写真

を紹介する川田理事。
懐かしい先輩の雄姿が
写っていました。 

mailto:wakate@kanagawa-meikei.org

